
①
公
共
施
設
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
「
防
災

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
を
設
置
で
き
な
い
か
②
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
者
数
と
支
援
個
別
計
画
策

定
に
要
す
る
期
間
は
③
安
心
・
安
全
の
視
点
か
ら
、

利
用
者
の
多
い
前
原
公
園
に
も
東
京
都
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

①
市
内
公
共
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
現
在
30

基
、
設
置
場
所
を
含
め
今
後
検
討
し
た
い
②
平

成
28
年
度
末
で
、
３
９
３
５
人
。
個
別
計
画
策
定
時

期
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
２
カ
年
程
度
を

予
定
③
日
本
一
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
前
進

に
な
る
の
で
、
所
管
部
と
協
議
・
検
討
し
た
い
。

①「
８
０
０
～
１
２
０
０
円
と
な
り
高
過
ぎ
る
」

「
医
療
に
か
か
ら
ず
80
代
の
人
も
頑
張
っ
て
い

る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
年
寄

り
を
追
い
出
す
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
な
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の

切
実
な
声
を
つ
か
ん
で
い
る
か
。
②
３
時
間
無
料
に

す
る
と
補
塡
額
は
幾
ら
か
。
③
総
務
部
長
は
「
次
の

更
新
な
り
、
年
度
内
で
も
料
金
調
整
は
検
討
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
せ
め
て
３
時
間
無
料
を
。

①
市
長
へ
の
手
紙
に
匿
名
で
３
件
あ
り
、
有
料

化
は
仕
方
な
い
が
時
間
料
金
を
低
く
設
定
す
る

な
ど
料
金
体
系
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
。

②
平
成
28
年
28

11
月
か
ら
平
成

28

11

29
年
１
月
ま
で
の
精
算

情
報
か
ら
公
民
館
利
用
者
を
抽
出
し
て
算
出
、
月
額

９
万
９
０
０
０
円
、
年
額
に
し
て
約
１
１
８
万
円
の

経
費
が
見
込
ま
れ
る
。
③
事
業
者
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
み
を
優
遇
す

る
割
引
延
長
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

４
月
か
ら
要
支
援
１
、
２
が
介
護
保
険
か
ら
外

さ
れ
、
総
合
事
業
が
始
ま
っ
た
。
①
通
所
型
Ａ

が
移
行
で
き
な
か
っ
た
が
、
要
因
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
②
事
業
所
や
利
用
者
の
声
は
③
事
業
所

へ
の
報
酬
は
、
現
行
比
マ
イ
ナ
ス
17
％
、
他
市
に
比

べ
て
も
８
～
12
％
も
低
い
。
事
業
所
の
報
酬
引
き
上

げ
を
求
め
る
④
訪
問
型
Ａ
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
を

⑤
シ
ル
バ
ー
相
談
室
狛
江
団
地
の
増
員
や
カ
フ
ェ
な

ど
の
拡
充
を
⑥
多
摩
川
住
宅
へ
優
先
し
て
設
置
を
。

①
み
な
し
サ
ー
ビ
ス
と
一
体
で
実
施
す
る
と
、

緩
和
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
た
め
と

考
え
て
い
る
②
報
酬
が
安
い
、
制
度
が
わ
か
り
に
く

い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
③
利
用
実
績
を
踏
ま
え

つ
つ
事
業
所
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討

す
る
④
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
同
様
、
事
業
所
か
ら
意
見

を
い
た
だ
い
た
上
で
考
え
る
⑤
現
在
の
と
こ
ろ
、
予

算
増
等
は
考
え
て
い
な
い
⑥
設
置
に
向
け
、
場
所
や

事
業
者
の
選
定
も
含
め
、
取
り
組
む
。

西
村
あ
つ
子

亀
井
和
美

石
川
和
広

宮
坂
良
子
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小
野
寺
克
己

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

介
護
保
険
外
し
の
総
合
事
業
の
改
善
を

市
民
が
使
い
や
す
い
市
民
の
た
め
の

市
役
所
駐
車
場
に
す
る
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
役
割
に
つ
い
て

①
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
目
的
と
役
割
②
ま
ち
づ

く
り
調
整
会
の
効
果
と
評
価
③
オ
ー
ケ
ー
狛
江

中
和
泉
店
に
つ
い
て
㋐
調
整
会
の
経
過
㋑
事
業
者
と

市
の
協
定
内
容
は
㋒
敷
地
内
の
駐
車
場
設
置
は
可
能

な
の
か
㋓
空
地
部
分
で
駐
車
場
設
置
は
可
能
か
㋔
事

業
者
が
行
っ
て
い
る
「
敷
地
内
駐
車
場
設
置
に
関
す

る
要
望
」
へ
の
署
名
に
、
近
隣
の
方
々
は
心
配
し
て

い
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

①
市
民
、
事
業
者
及
び
市
の
協
働
に
よ
る
望
ま

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
推
進
②
合
意
形

成
や
相
互
理
解
に
有
効
に
機
能
③
㋐
平
成
26
年
９
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
27

12
月

27

12

11
日
ま
で
７
回
開
催
㋑
駐

輪
場
確
保
、
荷
さ
ば
き
用
等
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
、

南
側
の
土
地
利
用
は
店
舗
と
関
係
あ
る
利
用
方
法
は

せ
ず
南
側
に
起
因
す
る
交
通
量
増
加
等
に
よ
る
市
道

周
辺
へ
の
影
響
を
過
度
に
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う

考
慮
等
㋒
協
定
に
抵
触
す
る
変
更
は
想
定
し
て
い
な

い
㋓
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
㋔
残
念
で
あ
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

①
中
学
校
特
別
支
援
教
室
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い

て
㋐
取
り
組
み
状
況
㋑
教
員
配
置
と
指
導
体
制

㋒
教
員
研
修
㋓
教
員
の
過
重
負
担
の
軽
減
が
求
め
ら

れ
る
が
②
緑
野
小
学
校
の
ふ
た
ば
教
室
が
Ｔ
Ｖ
放
映

さ
れ
た
経
過
③
特
別
支
援
教
室
専
門
員
の
役
割
④
発

達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
ガ
ク
☆
チ

キ
」
の
活
用
を
⑤
感
覚
過
敏
の
人
達
へ
配
慮
し
た
取

り
組
み
の
研
究
を
⑥
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

感
覚
過
敏
等
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
建
設
を
。

①
㋐
拠
点
校
か
ら
他
校
に
巡
回
実
施
㋑
教
員
は

４
名
。
個
別
指
導
及
び
小
集
団
指
導
実
施
㋒
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
と
全
教
職

員
対
象
の
悉
皆
研
修
実
施
㋓
負
担
軽
減
方
策
を
検
討

②
教
諭
の
実
践
を
学
会
等
で
発
表
、
書
籍
等
を
執
筆

し
た
実
践
が
注
目
さ
れ
た
③
巡
回
指
導
教
員
等
と
連

携
し
円
滑
な
運
営
④
一
層
の
配
慮
や
保
護
者
の
理
解

が
必
要
。
総
合
的
に
判
断
し
た
い
⑤
狛
江
で
可
能
な

取
組
を
調
査
研
究
⑥
他
市
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
。

①
各
地
域
セ
ン
タ
ー
等
に
設
置
さ
れ
た
使
用
済

み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
回
収
時
期
な
ど

の
運
用
に
つ
い
て
。②
生
ご
み
処
理
で
き
る「
ベ
ラ
ン
ダ

ｄ
ｅ
キ
エ
ー
ロ
」の
展
望
と
販
売
の
検
討
に
つ
い
て
。

①
平
成
27
年
27

11
月
よ
り

27

11

10
カ
所
の
施
設
に
設
置
。

回
収
は
職
員
に
よ
り
随
時
実
施
。
今
後
、
設
置

場
所
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
②
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
行
い
、

市
民
の
負
担
感
や
キ
エ
ー
ロ
の
処
理
能
力
を
検
証
。

有
効
性
や
使
用
に
お
け
る
容
易
性
を
確
認
次
第
、
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

多
様
な
背
景
を
持
つ
外
国
人
の
日
本
語
学
習
支
援

の
整
備
と
現
状
把
握
を

①
市
内
の
外
国
人
が
交
流
で
き
る
体
制
と
し
て

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
交
流
を
要

望
す
る
。
市
の
見
解
は
。
②
小
・
中
学
校
で
は
学
校

か
ら
の
プ
リ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
日
常
会
話
は
大
丈

夫
で
も
書
面
で
は
読
む
こ
と
が
難
し
い
外
国
人
保
護

者
に
対
す
る
対
応
は
。

①
既
に
国
際
交
流
協
会
の
情
報
を
掲
載
。
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
発
信
、
相
談
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。

②
基
本
は
担
任
が
対
応
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
語
学
が
堪
能
な

方
の
協
力
。
必
要
に
応
じ
て
、
学
校
と
家
庭
の
連
携

推
進
事
業
に
よ
る
家
庭
と
子
供
の
支
援
員
を
配
置
。

認
知
症
の
方
へ
の
支
援

①
認
知
症
予
防
に
非
常
に
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。
②
認
知
症
の
方
の
徘
回
等
に
対
応

す
る
た
め
の
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー

等
を
有
機
的
に
実
施
・
導
入
に
向
け
て
検
討
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

①
認
知
症
予
防
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が

開
発
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
を
含
め
、
よ
り
効
果
的
な
手
法
を
取
り
組
み

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
②
徘
回
先
で
の
安
全
確
保
は

重
要
な
柱
で
あ
る
。
紹
介
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
も

含
め
、
効
果
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

さ
ら
な
る「
ご
み
減
量
化
」に
向
け
た
取
り
組
み

①
生
後
、
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
行
う
検
査
②

新
生
児
聴
覚
検
査
に
対
す
る
認
識
③
新
生
児
聴

覚
検
査
の
方
法
④
市
に
お
け
る
新
生
児
聴
覚
検
査
の

取
り
扱
い
⑤
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
状
況
の
把
握

⑥
公
費
助
成
を
実
施
す
る
上
で
の
課
題
や
問
題
点
。

①
黄
疸
検
査
、
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、

聴
力
検
査
、
聴
診
、
視
触
診
等
②
難
聴
の
発
見

が
お
く
れ
る
と
発
達
に
影
響
が
あ
り
重
要
③
「
自
動

聴
性
脳
幹
反
応
」
ま
た
は
「
耳
音
響
放
射
」
④
任
意

検
査
⑤
26
市
中
３
市
で
実
施
⑥
市
単
独
で
は
医
療
機

関
が
限
定
、
都
内
共
通
受
診
票
な
ら
導
入
し
や
す
い
。

教
育
関
連
施
策
及
び
事
業
に
つ
い
て

①
第
三
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
前
倒

し
で
策
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
。②
正
式
に
立

ち
上
が
っ
た「
学
校
支
援
地
域
本
部
」の
今
後
の
構
想

と
具
体
的
な
展
開
に
つ
い
て
。③
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
教
育
委
員
会
の
広
報
誌・ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
今
後
の
構
想
と
具
体
的
な
展
開
に
つ
い
て
。

①
国
及
び
都
の
第
三
次
計
画
策
定
状
況
を
踏
ま

え
前
倒
し
が
必
要
に
な
っ
た
。②
将
来
的
に
「
学

校
支
援
地
域
本
部
」か
ら「
地
域
学
校
協
働
本
部
」への

移
行
を
想
定
。③
広
報
誌
で
興
味
、
関
心
を
引
い
て
H

P
に
誘
導
す
る
と
い
う
形
の
連
動
に
着
目
し
て
調
整
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

①
介
護
予
防
･
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
及

び
在
宅
介
護
実
態
調
査
の
分
析
結
果
の
概
要
は

②
男
性
介
護
者
へ
の
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
は
考
え
ら
れ

な
い
か
③
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
た
自
動
血
圧
計
を

他
の
公
共
施
設
内
に
も
設
置
が
で
き
な
い
か
。

①
女
性
は
運
動
器
機
能
低
下
、
閉
じ
こ
も
り
等

が
高
く
男
性
は
低
栄
養
、
認
知
機
能
低
下
リ
ス

ク
が
高
い
。
主
介
護
者
の
年
代
状
況
に
即
し
た
支
援

策
必
要
②
介
護
へ
の
認
識
を
変
え
ら
れ
る
よ
う
な
講

演
会
や
男
性
介
護
者
が
参
加
し
や
す
い
家
族
介
護
者

の
会
の
運
営
機
会
を
設
け
て
い
く
③
調
整
し
て
い
く
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
づ
く
り
に
つ
い
て

①
道
づ
く
り
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
ユニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
認
識
②
道
路
陥
没
の
主

な
原
因
③
道
路
陥
没
が
発
生
し
た
際
の
対
応
④
29
年

度
予
算
に
お
け
る
路
面
下
空
洞
調
査
委
託
内
容
⑤
委

託
業
者
の
選
定
方
法
⑥
今
回
の
路
線
以
外
の
進
め
方

⑦
今
後
、陥
没
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
を
重
ね
て
い

く
②
管
き
ょ
の
損
傷
に
よ
る
土
砂
流
出
、
転
圧

不
足
、
不
必
要
と
な
っ
た
構
造
物
の
存
置
③
職
員
ま

た
は
市
内
工
事
業
者
で
対
応
④
緊
急
啓
開
道
路
を
調

査
⑤
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
⑥
調
査
結
果
を
踏
ま
え
検

討
。
⑦
調
査
、
修
繕
を
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
。

親
の
介
護
と
子
育
て
を
同
時
に
担
う

ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て

①
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
対
す
る
認
識
②
認
可
保
育
園

へ
の
入
所
基
準
に
対
す
る
配
慮
③
今
後
の
課
題

④
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
⑤

介
護
施
設
へ
の
入
所
基
準
に
対
す
る
配
慮
⑥
今
後
、

増
加
が
見
込
ま
れ
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
対
す
る
対
策
。

①
深
刻
な
問
題
で
、重
要
な
課
題
②
介
護
が
理
由

の
入
園
申
込
が
で
き
る
基
準
あ
り
③
担
当
部
署
の

情
報
共
有
や
連
携
④
平
成
30
年
度
を
始
期
と
し
た
狛

江
市
第
４
次
あ
い
と
ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
で
包
括
的

支
援
等
構
築
⑤
第
１
次・２
次
指
標
が
定
め
ら
れ
て
お

り
配
慮
さ
れ
る
⑥
先
進
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
対
策
。

言
葉
を
ゼ
ロ
か
ら
覚
え
て
い
く
赤
ち
ゃ
ん
の
、
新

生
児
聴
覚
検
査
に
公
費
助
成
を
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